
固体結晶中の一電子状態が巨視的な縮退を示すような状況では分散が全く
ないフラットバンドが現れる。このようなバンド幅がゼロの強相関極限は新
奇電子相を探索するための理想的な舞台として注目を集めてきた[1]。また
最近のもう一つのトレンドとして、フラットバンド波動関数の特異性に注目
した研究が進められている[2]。
本講演の前半ではライングラフ理論[3]に基づいてどのような状況でフ

ラットバンドが実現するかを説明し、その波動関数に特異性が現れることを
示す。それらの結果を念頭に、後半では我々が最近発見したスピン軌道相互
作用が強い系で実現するフラットバンド[4]に関連した研究を紹介する。
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